
　片
付
け
は
捨
て
る
こ
と
に
あ
ら
ず

　
最
近
、「
実
家
の
片
付
け
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
雑
誌
の
特
集
な
ど
を
目
に
す
る
こ

と
が
多
い
。

そ
う
し
た
状
況
は
、
い
つ
の
時
代
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
今
、
注
目
さ
れ

る
の
か
。
平
和
で
、
そ
れ
な
り
に
豊
か
な
時
代
が
半
世
紀
以
上
続
き
、
日
本
の
各
地

で
モ
ノ
を
た
め
込
ん
だ
家
が
、
世
代
交
代
の
時
期
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
我
が
家
に
も
つ
い
に
「
実
家
の

片
付
け
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

が
や
っ
て
き
た
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
は
、
箱
根
の

大
平
台
に
あ
る
。
箱
根
登
山
鉄
道
の
隣

駅
に
あ
る
宮
ノ
下
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
、

最
後
の
同
族
経
営
社
長
で
あ
っ
た
祖
父
、

山
口
堅
吉
が
建
て
た
家
だ
。
堅
吉
は
、

創
業
者
の
次
女
、
貞
子
の
婿
と
な
り
、

一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
か
ら

富
士
屋
ホ
テ
ル
の
経
営
に
参
画
し
た
。

家
を
建
て
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
（
昭

和
五
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
妻
の
貞
子
は
、
昭
和
七
年
に
亡
く
な
り
、
二
年
後
の

昭
和
九
年
、
後
妻
の
千
代
子
を
む
か
え
た
。
堅
吉
が
五
十
三
歳
の
時
、
千
代
子
と

の
間
に
生
ま
れ
た
一
人
娘
、
裕
子
が
私
の
母
で
あ
る
。
そ
の
婿
が
父
、
祐
司
で
あ
り
、

裕
子
は
、
貞
子
が
亡
く
な
っ
た
の
と
同
じ
三
十
九
歳
で
亡
く
な
る
と
（
ホ
ラ
ー
小
説

の
よ
う
な
話
だ
が
）、
父
は
後
妻
の
順
子
を
む
か
え
た
。

す
な
わ
ち
家
は
、
四
人
の
女
主
人
と
、
二
人
の
主
に
よ
っ
て
住
み
継
が
れ
た
も
の

で
あ
る
。
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
創
業
者
亡
き
後
、
実
質
的
な
経
営
を
引
き
継
い
だ
の
は
、

長
女
の
婿
で
あ
る
山
口
正
造
だ
っ
た
。
堅
吉
は
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
年
）
に

正
造
が
亡
く
な
っ
た
後
、
社
長
と
な
っ
た
。
義
兄
弟
で
あ
っ
た
二
人
は
、
実
は
同
世

代
だ
っ
た
。
年
齢
は
三
歳
、
婿
入
り
し
た
年
も
四
年
し
か
違
わ
な
い
。
ホ
テ
ル
の
事

業
に
関
わ
っ
た
年
数
は
、
長
生
き
し
た
堅
吉
の
ほ
う
が
は
る
か
に
長
く
、
ゆ
う
に
半

世
紀
を
超
え
る
。
そ
れ
な
の
に
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
容
貌
も
性

格
も
華
や
か
で
、
積
極
的
に
事
業
を
拡
大
し
た
正
造
ば
か
り
が
、
創
業
者
に
次
ぐ
主

人
公
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。

実
際
、私
も
『
箱
根
富
士
屋
ホ
テ
ル
物
語
』
を
書
い
た
頃
、実
の
孫
で
あ
り
な
が
ら
、

堅
吉
の
こ
と
は
過
小
評
価
し
て
い
た
。
だ
が
、
彼
が
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
経
営
を
引
き

継
い
だ
の
は
、
戦
争
末
期
か
ら
終
戦
後
の
進
駐
軍
に
よ
る
接
収
と
い
う
、
日
本
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
、
い
や
日
本
の
国
そ
の
も
の
が
危
機
に
立
た
さ
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
こ
と
に
、
や
が
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
産
業
の
歴
史
を
生
き
た
家

旅
行
作
家　
　
　
　

山
口
　
由
美

連載Ⅱ
ホスピタリティーの

手触り81
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「実家の片付け」をすることになった大平台の家。
富士屋ホテルと同じ棟梁による建築だ
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